
　■トロンをバックからガン責めする話

「いくわよ、あんたたち！　今の内にぜーんぶかっさらっちゃいなさい！」

　空賊ボーン一家のトロン・ボーンは見た目の声と可愛さに反し、自家製メカを使った略奪行為に励んでいた！

　――平和な島、とある街。高層住宅が人口問題を解決していたのだが、不運にも未曽有の水害に見舞われてしまう。
　街が水没し、防衛その他の機能が停滞。その隙にボーン一家に狙われ、財宝を奪われようとしていたのだが……
　そこに、一人の少年が立ち向かう！

「何よあいつ、やる気？　水上戦仕様に改造したこのメカに、敵うわけないでしょっ！」

　偶然、この街に立ち寄ったディグアウターの少年。彼も戦闘用の搭乗メカを所有しており、機能を奪われた警察たちに代わって街を守らんと奮闘する。
　トロンのものに比べて一回り二回り小さなメカ。明らかにパワー不足だが、代わりに小回りが利く機動力で攻撃を掻い潜り、トロンのメカに接近。

「ちょっと、ちょこまか逃げ回るんじゃないわよ！」

　圧倒的にスペックで勝るはずなのに、サイズ差を活かした戦法と純粋なテクニック差によりトロンの攻撃が決まらない。
　苛立ちが操作ミスを招き、トロンは弱点である背後に回られる。

「あ、待ちなさい！　後ろは装甲が……」
　ズガァンッ！
「あぁぁぁぁっ！　このっ……予算さえあれば、こんなことには……！」

　今回搭乗するトロンのメカは前方には強いが背部装甲が薄く、後ろからの衝撃に脆いという弱点があった。
　バックアタックされ、振り落とされないように手すりを掴むトロン。前へ進むことで敵の拘束から逃れ、反撃しようとした時だった。

「もう許さないわよ！　すぐに、振り切って、やるんだから……きゃぁっ！　あ、あんた、何してるのっ？！　降りなさいっ！」

　今回のメカのコクピットはメカ背部表面に取り付けており、トロンの身体が剥き出しになっているタイプなのだが……そこへ攻め込むため少年はメカから降りて飛び移り、トロンを止めようと直接接触してきたのだ。
　少年はメカの攻撃をオート操縦にしており、背部から組み付いて小突く攻撃を繰り返すようにしていた。振動でトロンは上手く動けず、衝撃音もあって気付けなかったため後ろからの接触を許してしまうのだが……どうも少年の様子がおかしい。
　ただ止めるために拘束したというより、後ろから抱きついているのだ。

「はっ、離し、なさいよっ！　ちょっと……あ、あんた、まさかっ……ひゃぁっ？！」
（こ、これ……男の人の……？！）

　身体を支えるため前屈みで動けないのをいいことに、少年はトロンに後ろから組み付き……いきり立った肉棒をトロンの尻に押し付けていた。
　トロンの衣装は超ミニのワンピースで、貞操体のように装甲を付けたパンツとタイツのみの下半身が常時見えている。前屈みになったことで、パンツが食い込み丸みを強調された美尻を見て興奮したのか、それとも最初からそのつもりだったのか……何にせよトロンは今、最悪の悲劇から逃れられない状態でいた。

　ずりゅっ♥　ずりゅんっ♥
「なんてこと、してるのよっ！　やめ、なさいっ！　今すぐ……ああっ！」

　雄を誘っていると言われても仕方がない、形が剥き出しの尻肉。
　それを一定の間隔で続くメカの衝撃に合わせるように、肉棒――熱く硬い巨根で愛でられた後、パンツの装甲が剥がされる。
　衝撃で途切れ途切れながら声で制止しようとするが、豊満な尻の肉付きも迫力満点に揺さぶられており……誘惑しているとしか思えない牝肉に、猛る怒張が突き立てられた。


「あ、ああ、あんたっ！　それ以上、はっ！　許さない、わよっ！　やめなさいっ！　やめ――」
　ずぱぁんっ♥
「ぇひっ♥♥　あ♥♥　あぁあぁあぁぁぁっ♥♥」
（そんなっ♥♥　こんな生意気な奴に♥♥　犯されるなんてぇぇぇっ♥♥
　しかも……これ♥♥　クスリでも使ってるでしょっ♥♥　こんなっ♥♥　いきなり気持ち良いなんてぇぇ♥♥）

　揺れに合わせて強く抉り抜いた巨根刺激は凄まじく、トロンは全身に電流が走ったような感覚に襲われる。
　その中には幾分の痛みはあったものの、すぐに快楽へと変換され、たちまち全身が発情して燃え上がる。
　いくら挑発的な衣装を着ているとはいえ、挿入されてすぐに感じるほどトロンは淫乱でも敏感でもない。
　となれば、ペニスに媚薬でも塗られているのか――考えたところで振動と快楽に震えて抵抗らしい抵抗もできない。
　少年のメカによる自動攻撃の衝撃で嫌でも身体が揺れ、自然と互いの腰をぶつけてしまう。

　ズガンッ！　ズガンッ！　ズガンッ！　ズガンッ！
「くふぅっ♥♥　こんな、ことして♥♥　ただで、済むと、でも……ぁっ♥♥　いいから♥♥　早く……抜き、なさいぃぃ♥♥」
（攻撃の振動だけで、身体の奥にずんずん響いてる……♥♥　今動かれたら……♥♥）
　ずぱぁんっ♥　ずぱぁんっ♥　ずぱぁんっ♥　ずぱぁんっ♥
「あぁあぁあぁあぁぁっ♥♥　なにっしてるのっ♥♥　抜きっ♥♥　はやっ♥♥　おっ♥♥　おくっ♥♥　やめてぇえぇえぇっ♥♥」

　更に少年が力強く叩き付け、メカの衝撃と合わさって凄まじい威力がトロンの最奥に打ち付けられる。
　極度の発情と激しい肉突きに、牝と化したトロンの身体は欲熱を高め――雄の昂りに合わせるように、快感を爆発させた。

「やめなさいっ♥♥　やめてっ♥♥　やめてぇっ♥♥」
（こんな奴に負けて……♥♥　こんな目に遭わされて……♥♥　嫌なのにっ♥♥　私……♥♥）
　ずぱんっ♥♥　ずぱんっ♥♥　ずぱんっ♥♥　ずぱんっ♥♥
「あっ♥♥　あっ♥♥　あぁっ♥♥　ぁはぁぁぁっ♥♥」
　ドビュウウッ♥♥　ビュバッ♥♥　ドパァァァァッ♥♥
「あはぁぁぁぁぁぁっ♥♥♥　イクッ♥♥♥　熱いのがぁっ♥♥♥
　あぁあぁあぁあぁあぁあぁぁぁぁぁぁぁ♥♥♥」

　何度もメカ同士がぶつかったことで街の水が跳ね返り、コクピット席にもかかっていた。
[bookmark: _GoBack]　ずぶ濡れになったトロンは青い空の下、水溜まりに身を浸して震えるのだった――

　――……
　――――…………

「もう同じ手は食わないわよ！」

　水が引かない内に再び財宝を狙いに来たトロン。
　今度は簡単に接触されないよう、コクピットは内蔵式にしてあったのだが……
　少年はトロンのメカに飛び乗ると強引に入り口ドアを開け、あっさりコクピットに侵入する。

「あ……♥♥　き、来たわね♥♥　こんなこともあろうかと、近接用武器を、あっ♥♥」
　――……
　――――…………
　ずぱぁんっ♥♥　ずぱぁんっ♥♥　ずぱぁんっ♥♥　ずぱぁんっ♥♥
「おっほおっ♥♥♥　またっ♥♥♥　またこんなやつにぃぃっ♥♥♥
　やめなさい♥♥♥　抜かないと♥♥♥
　許さ……おほぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ♥♥♥」

　激しく揺れるメカのコクピット内。
　中で何があったのかは、トロンと少年のみぞ知る――

姦！


